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２０２３年度(令和 5年度)を迎えるにあたって 

  一般財団法人滋賀陸上競技協会 

                          専務理事   坂   一 郎 

平素は本協会の事業に対しましてご支援ご協力を賜りまして、心より御礼申し上げます。 

2023 年度を迎え、国民スポーツ大会の開催年度まであと 2年となって来ました。昨年のとちぎ国体での活躍は、

すばらしく、この勢いを本番まで維持し、より成績をあげていけるようにしていきたいものです。また、男子は

3年ぶりの開催となった男女都道府県対抗駅伝競走大会では、女子が 20位、男子が 32位と大変健闘してくれま

した。 

 さて、2023年度の予算案ですが、総予算額が 5千万円台となります。登録料収入の増収により、事業実施に安

定感が出てきました。ジュニア年代の育成事業も充実し、強化費につきましても、2年後の国スポ成績を見据え、

特化した対策費を積んでいく予定です。 

 また、審判員の養成事業も、直接「鹿児島特別国体」に審判員を派遣し、実戦研修を積んでいただく予定です。 

 ところで、新彦根陸上競技場は、「平和堂ハトスタジアム」とネイミングライツが決定し第 1種（プラス２）、

第3種の公認もとれたところです。しかし、2月に新しい設備品や機器を使っての審判講習会を開催しましたが、

不足備品や設備の基本的な部分での修正をしてほしい場所が見つかったりしています。早急に県等に説明をし、

対応しているところです。 

 最後になりますが、2023年度から日本陸上競技連盟への登録について、新しいシステムに変わります。登録申

請承認の手順や支払いのタイミング等間違いのないようにお願いしたいところです。 

あと2～3週間でシーズンが始まります。会員のみなさんの本年度のご活躍を期待しております。 

 

 

【 強化委員会 】 

■第41回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会   2時間21分43秒  20位 

序盤の勢いから少し欲も出たが、最終は北川選手が 4 人抜いて 20 位と、私が監督に就いてからは最高順位

でまとめてくれ、25位以内という目標は高いところで達成できた。今回のような一般選手の充実は、第 34回で

監督を引き継いだときは当時大学生だった棚池選手ともう1人の大学生の 2人だけであったことを考えると、当
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時、中高生だった北川選手や飛田選手などが大学で

大きく成長して戻ってきてくれ、育成の流れは整っ

てきたと感じる。加えて滋賀に実業団ができ、選手

が育ってきたことは大きな力になるとともに、飛田

選手も実業団で競技を続行するため、当面、一般選

手のレベルを保つことができる。あとは、引き続い

て中高生の育成に尽きる。強力な一般選手にカバー

してもらい、最低でも5～7区で流れを維持できる力

にまでは引き上げて行きたい。   《監督 吉居克広  報告書より抜粋》 

 

■第28回全国都道府県対抗男子駅伝競走大会   2時間22分34秒  32位 

3 年ぶりの開催となり、選手、スタッフ共に待ち

に待ったものであった。練習会では中高生を中心に

非常に良い雰囲気で練習を行うことができ、チーム

の目標達成に向け高いモチベーションを持つことが

できる理想的なチームに仕上がり、隙のないベスト

オーダーを組むことができた。広島入りしてからも

好調を維持しており非常に良い調整練習ができてい

た。一般選手も広島入りの前から各所属の指導者と

の連携を密にとっており、不安なくレースに臨むことができる雰囲気であった。結果は、目標の 2時間 20分 20

位には届かず、好調だっただけに残念である。 

 中高生で都道府県駅伝滋賀県代表を経験した選手が、次のカテゴリーでも活躍できるような育成という面にお

いては一定の成果が出ているものと考える。今後はこういった選手のプロセスを中高生にフィードバックして、

さらに選手層を厚くしていくことが重要である。           《監督 大河亨  報告書より抜粋》 

 

■選抜・育成練習会 

11月23日より計4回に渡り、選抜された中高生と大学生・

社会人選手が一同に集まり、各ブロックに分かれ、強化練習会

を実施しています。 

今冬もたくさんの選手が参加して、寒空の下、熱気に溢れた

練習会となっています。また、普段、一緒には練習できない大

学生や社会人選手と競い合い、話をすることで、たくさんの刺

激を受けているようです。 

2023 年度シーズンも選手の活躍に期待できる、気合の入った

練習会となっています。 

 

 

 

 

 



【 普及委員会 】 

■SGH文スポ杯県小秋季陸上記録会   10月30日(日)   SGホールディングスグループ陸上競技場 

 参加者：小学4～6年生男女 507名 

 

昨年度は小学5・6年生のみの大会でしたが、今回は 4年生も参加可能となり、日頃の練習の成果を発揮してく

れました。 

 

■県小学生秋季陸上記録会   11月13日(日) 

水口スポーツの森甲賀市陸上競技場 

参加者：小学3～6年生男女582名 

あいにくの雨模様でしたが、初めて 3 年生が出場できる試    

合として位置づけられていることもあり、多くの子どもたちが

参加してくれました。 

 

 

【 マスターズ 】 

■JMAリレーフェス2022 

11月23日（祝）に、TOKYOオリンピックの聖地で、マスタ

ーズ陸上のリレーフェスが開催されました。 

全日本群馬大会からの3年振りの全国大会で、国立競技場と

いう夢舞台という事から有志が集まり、短距離練習会でバト

ン練習を重ね、男女統一ユニフォームを新調し大会に臨みま

した。滋賀チームは4×100ｍＲ、4×400ｍＲで男女計6チーム

の出場となり、地元東京の次に出場チームの多い県となりま

した。 

当日は残念ながら雨模様。でも競技場内の景観は圧倒的な迫力で、その場に立

てた感動を味わうことができました。 

出場に関しては堤選手がホスト役として、手続きから現場までみんなのサポート

をしてくれ、不安無く大会に臨むことができました。アクシデントもありました

が全員バトンをつなぎ、そしてその堤選手も4走を走りぬき、みんな大満足で無事

大会を終えることができました。 



■ダッシュ王選手権   10月30日（日）   皇子山陸上競技場 

  50ｍを２本走り、男女１２部門合計タイムを競うという奈良県で開催され

ていた大会を滋賀県でも開催しようと 2013年に甲賀で5月に始めたものです。

誰でも参加可能なこの種目を家族で参加して楽しんでもらえればと思い、定員

500名を目標としましたが、第１回は84名でした。第７回で300名に達しまし

たが、もっと多くの人に参加してもらうべく開催場所を皇子山に変えました。

新型コロナの影響で 2年間中止した上に、慣れない皇子山ということもあり、

写真判定及び記録処理に不備があり、参加された皆さんに迷惑をかけましたが、

皇子山であれば 500名以上の選手申し

込み及びその受け入れが可能との確信

が得られました。 

今大会では、奈良、富山に続いて滋

賀の大会で、今年度三冠を狙うという

山口県からの未就学児童が、見事それを大会記録で達成したこと、中

学生男子が歴代2位の記録で総合優勝したこと、2回目の最後3レースで

スタート前のレーン紹介で盛り上がったことなどから、工夫次第でもっ

と楽しんでもらえる大会にできると思っております。 

最後に今後、滋賀陸協にも全面的に応援いただけることを期待し、競

技役員ほか協力いただいた皆さんにお礼を申し上げます。 

 

 

 

【 高体連 】 

■滋賀高等学校駅伝競走大会   2022年11月6日（日）   希望ヶ丘文化公園 

男子の部では滋賀学園高校が全員区間賞という好成績で 5 年連続 15 回目の優勝、女子の部では比叡山高校

が大会新記録で10連覇し、12月25日に京都で行われる全国高校駅伝の出場権を獲得しました。 

 
 

滋賀県高校駅伝結果

学校名 記録 備考 学校名 記録 備考

1位 滋賀学園高校 2時間9分28秒 比叡山高校 1時間13分01秒 GR

2位 比叡山高校 2時間12分17秒 草津東高校 1時間15分49秒

3位 水口東高校 2時間18分27秒 立命館守山高校 1時間18分29秒

男子 女子



全国高校駅伝は男子の代表である滋賀学園高校が 2時間6分21秒の記録で13位、女子の代表校である比叡

山高校が1時間12分37秒という記録で 27位という結果でした。 

■第106回日本陸上競技選手権大会・室内競技 2023日本室内陸上競技大阪大会  2月 4日（土）5日（日）   

大阪城ホールで行われた本大会には滋賀県からU18男子60mHに彦根翔西館高校の岸村心渉選手、U20女子 

60mHに立命館守山高校の前田光希選手の 2選手が出場しました。岸村選手は予選2組に出場し 8秒32の5着 

という結果でした。前田選手は予選 3組に出場し8秒53の2着で決勝に進出しました。決勝は予選よりさら 

に記録を伸ばし8秒47で見事 3位入賞を果たしました。 

■高体連練習会 

高体連の事業として、2022年 12月～2023年 2月にかけて計 5回の練習会を開催し、2022年 12月末には 3

日間の冬季選抜合宿を行うなど陸上競技の普及・強化に向け様々な活動を行っております。近づく滋賀国スポ

に向け、滋賀県勢が大きく飛躍できるよう一致団結して精進していきたいと思います。今後とも、高体連の活

動への応援、サポートよろしくお願いいたします。 

 

 

【 中体連 】 

 ■第７１回近畿中学校総合体育大会駅伝の部   12月4日（日）   橿原総合運動公園コース 

男女各５チームが参加し、男子は守山市立明富中学校の 14位、女子は湖南市立甲西北中学校の 15位がそれ

ぞれの最上位となりました。その中でも女子１区（3.3km）を10′40で区間3位となった福本真生選手（甲西

北中・2年）は今後も活躍が期待されます。 

 ■第30回全国中学校駅伝大会   12月18日（日）   滋賀県希望が丘文化公園 

昨年同様に感染症対策を講じながらの大会運営となりました。男子は千葉県代表の柏市立酒井根中学校、女

子は2年連続となる兵庫県代表の稲美町立稲美中学校が見事優勝を果たしました。滋賀県代表として出場した

甲賀市立信楽中学校男子チームが 42位、湖南市立甲西北中学校女子チームが 35位、開催地代表として出場し

た甲賀市立甲賀中学校男子チームが38位、滋賀県立水口東中学校女子チームが45位という結果となりました。

滋賀県で全国中学校駅伝大会が開催され 7年目となりますが、滋賀県代表校の結果が低迷し続けており、強化

策の抜本的な見直しが急務です。 

■冬季強化合宿   希望が丘文化公園 

12月 24日、25日と 1月 28日、29日と 2回に分けて滋賀県中体連陸上競技専門部冬季強化合宿を開催しま

した。特に12月の合宿では高体連の合宿参加選手とともに練習を行い、多くの刺激を得ることができました。 

■近畿ブロック研修合宿   1月7日（土）～9日（月）     和歌山県紀三井寺陸上競技場 

今年度より滋賀県が運営担当県となり、20名の選手と 14 名のスタッフで参加しました。他府県の指導者か

ら学ぶことも多く、来年度の飛躍のきっかけになる合宿となりました。今年度末までに各ブロックでの練習会

や春季強化合宿が開催される予定です。冬季の練習をしっかりと乗り越えて、滋賀県中学生アスリートが来シ

ーズンに活躍してくれることを期待しています。 

 

 

【編集後記】 

 2025年の国スポに向けて、彦根での競技会が開催されることになり、滋賀の選手が活躍できるよう、みなさま

方の応援をお願いします。 

 


